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新興国に翻弄された2014年第1四半期の世界株式市場 

   2014年第1四半期（1～3月）の世界の株式市場の
動向を見てみましょう。 

   結論として、新興国を巡る懸念が、2014年第1四半
期も継続したといわざるをえないと思われます。 

   1月下旬には、アルゼンチン・ペソが急落し、その影
響で南アフリカ・ランドやトルコ・リラも売られました。
ブラジルは、1月15日に政策金利を0.5％引上げ、
10.5％とし、通貨防衛、資金逃避回避、国内インフレ
防止を行ないました。 

   アジアではタイの政情不安が生じたことや東ヨー
ロッパでは、ソチ五輪期間中にウクライナ問題が勃
発し、ロシアが乗り出したこと等政治的混乱が生じま
した。 

   また、中国では、再び理財商品やシャドウバンキン
グへの懸念が広がり、金融システム不安が加速しま
した。 

    MSCIワールド指数（先進国の株式指数）とMSCIエ
マージングマーケット指数（エマージング諸国の株式
指数）をみると、2014年第1四半期の騰落率は、 
MSCIワールド指数が+0.8％とMSCIエマージング
マーケット指数は-0.8％となりました。先進国の株式
指数は上昇、新興国の株式指数は下落となりました。
（図表①） 

 
   また、BRICS諸国の株式指数も動きがまちまちな展

開となりました。インドや南アフリカは引き続き堅調
な推移となったものの、ロシア、ブラジル、中国につ
いては、下落の動きとなりました。（図表②） 

 
   先進国の株式指数も様々な動きをしました。  
   日本株式（TOPIX）の2014年第1四半期の騰落率は 
  -7.6％とアベノミクスでの株式上昇の反動安と消費

増税への懸念等から下落しました。 
   米国株式（S&P500）の2014年第1四半期の騰落率

は+1.3％。第1四半期の前半は、大雪などの天候要
因から景気が冷え込むとの懸念が生じたものの、第
1四半期を通してみると堅調なトレンドは不変でした。
ウクライナを巡る危機は、地政学的に欧州に近いと
ころで生じたこともあり、欧州株式にはマイナス材料
でしたが、2014年第1四半期のドイツ株式（DAX）の
騰落率は+0.04％とプラスとなりました。（図表③） 

 
   2014年第1四半期は、新興国での材料が市場動向

を翻弄した結果となりました。しかし、その中の１つで
あるウクライナ情勢等は、クリミア半島に限定される
地政学的なリスクという面もあることやG20など国際
協調もあり世界経済全体に及ぼす影響は一時的な
ものと思われます。 

   
    
   
 
    
   
       
 
   
   
   

【図表③：先進各国の株式指数の推移】 

【図表①：先進国、エマージング国株式指数の推移】 

（データ期間：2008年1月～2014年3月、週次） 

（出所：ブルームバーグのデータをもとに、ニッセイアセットマネジメントが作成） 
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【図表②：BRICS諸国の株式指数の推移】 
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※2012年第1週の指数データを100として指数化 

※2012年第1週の指数データを100として指数化 
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※BRICS諸国の株式指数 
南アフリカ： FTSE/JSE ｱﾌﾘｶ全株指数、インド： S&PﾑﾝﾊﾞｲSENSEX指数、中
国：上海総合指数、ブラジル：ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ﾎﾞﾍﾞｽﾊﾟ指数、ロシア：ﾛｼｱ RTS指数  
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